
第2660号 平成12年 2月 19日(■)西 lrA200o年

|
・ YOUDAN口 lV

典ｏ式中念キ記
中

・
年
い

≡
周
一

ャ十
十

十七
〓
部創

囲學院大學体育連合会射撃部OB連 合



骨'首 D

感謝状贈呈式 受 賞者 母 校法人事務局長 杉 山 道 明
母校就職事務部長 中 村  隆

戦後初代主将 平山八郎氏と同主務 Jと篠俊朗氏が逸速く参列された

東京都公安委員会 長 継 貞 明 様

主将 梶 山 恭佑 の決意表明
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日本学生ライフル射撃連盟
会長 鈴 木 重 幸 様
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割 割】七 十 周 年 記念式典

母校理事長 宇 梶 lrT良 様

全學応援団参上 応 対する梶山主将

祝賀会歓談 祝賀会歓談



2000年

友 弾 IV

OB連 合会長 安  達  謙  司

昨年本學射撃部は、春関で団体 リーグニ部に

昇格し、秋関ではその地位を維持することが出

来た。さらに新人戦では団体選手全員が二段以

上の点を撃ち、敢闘第十位を獲得した。本學に

は他にもまだまだ有力選手が多数存在 しており、

爆発さえすれば今年度の大会は大いに期待でき

るものである。

また、10月17日に挙行された創部70周年記念

式典 ・祝賀会は大成功の内に終了することが出

来ました。この記念事業遂行にあたっては多く

の人々の協力を得た。特に次の方々には名を挙

げて感謝の意を表したい。

◎実行委員

中島 稔  伊 藤 寛  黒 羽真信 本 間恒夫

成田啓子 宮 増秀一 花 田圭司 大 木哲也

浅子匡哉

相場紀子 鳴 田大輔 岩 崎一幸 中 須大介

山田友美 桂  令 子 関 口仁詞

梶山恭佑 大 谷明弘 友 森晋統 飯 田真理

石伊正幸 カロ田悦子 進 藤晶子 中 者圭介

椴山 誠

足達泰匡 飯 塚高浩 角 田 円  関 宮広恵

武田芳雅 田 中健太郎 塚 原 潤

土倉亜里沙 西  武 一 平 井和哉

前田花子

◎顧間田

平山八郎 北 傑俊期 神 津邦男 金 子俊夫

林 正 明 相 原敏行 太 田寛道 鈴 木健壱

高橋正都 遠 藤勝己 篠 原達哉 武 藤充考

◎関連団体

日本ライフル射撃協会 日 本学生ライフル

射撃連盟 関 東学生ライフル射撃連盟

東京都ライフル射撃協会 東 京都公安委員会

学生部 監 督会 魂 友会 交 友会 院 友会

若木育成会 ヒ ル トップ=

体育連合会 全 学応援団

創部70周年記念式典後、祝賀会に入る前に

全員で記念撮影。 (院友会館 1階大ホール)

創部七十周年記念行事雑感 ―

創部七十周年記念式典を終えて

第65代幹部お別れの言葉
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大學生活を射撃一筋に 一 ――――――-11

OB連 合収支報告

創部七十周年記念行事業収支報告    17
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春季関東学生ライフル射撃選手権予選会

春季関東学生ライフル射撃選手権大会

春季首都十大学定期戦

河野武典杯争奪第 3回 囲學院大阜射撃部

OB・ 現役競射会 (ARS-5)

第 3回 園學院大學射撃部OB。 現役競射会

SFRP-60の 部

関東女子学生ライフル射撃選手権大会

他

前年度後期総評 ・春合宿案内

「内外の動きと日本の世相」はお休みです。

広 報  局

本号の表紙
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創部七十周年記念行事雑感

式典 …祝賀会実行委員長

中島 稔 (33期)

昨年10月17日、母校百周年

記念会館で挙行された創部70

周年記念行事には、OB各 位、

母校宇梶理事長、阿部学長、

母校理事ならびにライフル射撃関係者皆様の多

大なるご協力を賜 り、盛会のうちに記念行事が

終了しました事に対 しまして、衷心より御礼申

し上げる次第であります。当日は 130名余の出

席者を教え、70年の歴史に相応 しい行事となり、

感無量の境地でありました。

そもそも実行委員会に担ぎ出され、式典当日

までの 7ケ 月間、日頃疎遠であったOB各 位に

もお目にかか り 又 現役部員の諸君との交流、

更には部活動の様子などが身近に感じられた期

間でもありました。実行委員会での討議事項と

問題点について、ごく一般的な事を何点か列記

したいと思います。

第一点は、何と云っても一番の問題は資金の

確保であります。予定期日の前月末日では76%

の収入であり、やや不安になりましたが、その

後順調に振込みが続き安″さしました。

第二点は、記念行事を一層盛り上げるため

記念誌 写 真集の発行、ビデオ撮影などの案が

出されましたが、制作期間、予算の関係で割愛

された事は甚だ残念に思っております。

第二点は、記念品の贈呈であります。

テレホンカー ド、ベーパーウェイ ト、ペナン

ト、マグカップ等々多数が候補に上が りました

が、最終的にはTシ ャッと決定 し、デザインは

現役部員の要望によるものです。

第四点は、式典 祝 賀会の司会進行を新進気

鋭の女子部員が担当しました。これは活気的な

ことであり、出来映えは 「すばらしいJの 一言

に尽きると思いました。

しかし、創部F9年という時の流れは華やかな

面だけではありません。数多くの物改者を生み

ました。特に戦後の射撃部を築き上げ 多 くの

部員がお世話になった河野総監督は忘れること

が出来ません。

ここに先輩そして仲間を偲び謹んでご冥福を

お祈 りいたします。
一方 祝 賀会は場所を院友会館に移 し、来賓

の祝辞に始まりその後歓談に入りました。

特に同期生がグループをつくり近況報告、青春

の回想 健 康、時局などなど和気議々、語 り尽

くせない時を過ごしましたc

会の終わりは母校応援団による応援歌 校 歌

を参加者全員で斉llBしお開きとなりました。

その後も、学生時代の雰囲気よろしく渋谷の街

に消えたグループもあるやに聞いています。

いずれにしましてもこの大任を無事果せた事

は、皆々様のご支援の賜物と感謝に絶えません。

今後は、折角現役部員との距離も近くなりまし

たので、これを機会に射撃部
一層の飛躍を側面

から応援出来ればと思っています。

OB各 位には、何時か再びお会い出来る事を

祈りながら筆を置きます。実行委員会で会場設営を説明する宮増秀―氏
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創部七十周年記念式典を終えて

実行委員会事務局長代理

本間恒夫 (80期)

国阜院大學体育連合会射撃

部七十周年を迎え、記念式典

祝賀会を執 り行う計画がOB

連合安達会長より提議され

咋年 3月 13日に創部七十周年rrF念式典実行委員

会が設置された。実行委員長に63期の中島 稔

先輩、副実行委員長には70期の黒羽真信先輩

その他実行委員として各世代の卒部生が任命さ

れ半年間をかけて、國學院大Hfらしい記念式典

祝賀会を開催すべき準備が進められた。実行委

員会のメンバーには月 1～ 2回 の委員会に出席

いただき本当にご苦労をお掛けした次第であり

ます。

記念式典当日、平成11年10月1行日 (日)に は

本卑百周年記念講堂及び院友会鮨て盛わせう内に

式典、祝賀会が催された。来賓には 母 校宇梶

距良IIl!事長 阿 部美哉学長他多数のF予校理J「

また日本学生ライフル射撃連盟 東 京都ライフ

ル射撃協会理事の方々等多数のご出席をいただ

き移tiヤを賜った。参加者総数ほ来笙 ()B 現

役で 134名 (寄付金を賜ったOBを 含」)を 数

え、1正にFO年の歴史の重さを垣問兄る忠t でヽあ

った。祝辞の後には、記念講演として束京都公

安委員会の長継貞明様をお迎えし経験難かなtr

張なお話を伺うことができた。祝賀会会場では

創部七十年の歴史を表す写真展が行われ、久々

に会う同期 同 窓のメンバーで一時を回顧し懐

かしんだ。式典 ・祝賀会の最後は応援回の指導

によるltg鋭歌、応援歌、校歌を出席者全員で斉

唱 し閉会となった。

式典、祝賀会が終了した今、事務局として、

もっともっと来賓 先 輩諸兄皆様方のお迎えの

仕方があったのではないかと反省するところで

あるが、大きな事故、お叱りもなく無事に開会

できたことに免じて、皆様方のご理解をいただ

きお許しを願いたいと思う。

最後になりますがOB連 合の皆様方には益々

ご活躍をいただき 現 役に対してのご支援を今

まで以 Lに賜 りたくお願いする次第であります。

ありがとうございました。

道記、咋年il月13日 (上)本 學渋谷校合 201

■堂で最終の実行委員会を開催し、式典会計報

告書承認並びに余剰金処理について討議された。

そして出席者満場一致により下記の通 り決議さ

れた。

言己

1 会 計報告書の全部を承認し、OB連 合監事

の坂本晃子氏に精査をお願いする。

2 余 剰金は、アンシュッツ2013ステンレスバ

レル ・アル ミス トック銃購入引当金として

OB連 合競技力強化委員会に入金することと

し、その処理を一任する。

以 上

実行委員会 壁 の 「和」力`印象的である
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国學院大學体育連合会射撃部

創部七十周年記念式典収支報告書

上記の通り報告いたします

単位 :

上記監査の結果、適正であることを認めます

平成11年12月24日

監査役  坂  本   晃  子

平成11年11月13日

式典実行委員長
中 島   稔

◎支出内訳書

●会合会議費
現像費
お茶葉代
祝賀会会場費
祝賀会食事代
記念写真代
お花代
横幕作成代
講師料
フィルム代
打合せ会議室料

●事務用品費
封筒宛名書き
名札代 ・名札書き
式次第作成二枚
プログラム印刷代
案内状作成
胞章リボン
のし袋
領収書
パウチ代
封筒代
筆ペン

式典事務局長代理
本  問  恒  夫

¥ 8 1 3 1 8 2 7

15,446

1,575

22,050

462,000

117i600

20,000

50,000

70,000

3,433

51,723

¥212,486

17,640

20, 160

31,185

66, 150

45,360

7,938

472

1 1 5

6,909

3,246

700

宛名シール

賞状 ・賞状筒
芳名帳
コピー

●通信発送費
宅急便
切手代
はがき

0手  数  料
振込手数料

●旅費交通費
お車代

●消耗備品費

紙袋
宅急便用紙袋

●雑   費

記念シャツ

記念品代

来賓手上産

2,008

560

882

9 1 1 6 1

¥ 48,580

14,950

26, 630

7,000

420

420

考1 20,000

20,000

も1  9,895

81095

1,800

¥ 3 8 5 , 1 1 9

3 1 1 , 8 5 0

1 9 , 9 2 9

5 3 , 3 4 0

収 入 の 部 更 出 の 酎̀

項 目 金 額 項 目 金 額

受 取  利  息
大學からの支援金

820,000

1,121,000

20

501000

費
費
費
料
費
費
費

議
品
送
　
通
品

会
用
発
数
交
備

含
務
信
　
費
耗

会
事
通
手
旅
消
雑

b13,827

212,486

48,580

420

20,000

9,895

385, 119

収 入 合 計 1,791,020 支 出 合 計 1,490,327

余 剰 金 300,693
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◎献納金御芳名

母校理事長

宇梶 輝 良 殿  韓
母校学長

阿部 美 哉 殿   ―

母校経済学部長

小越洋之助 殿   …

母校理事

木村 知 窮 殿  ―

蛯原  弘  殿  ―

坂口 吉 一 殿  ―

母校法人事務局長

杉山 道 明 殿  ―

母校交友会

学 生 部 殿 ―

母校就職事務部長

中村  隆  殿  …

母校体連監督会会長

廣井 武 司 殿  一

体連監督会 殿  0申 口い

体連OB会 「魂友会」会長

石井 捷 夫 殿   …

若木育成会 殿   ―

日本学生ライフル射撃連盟会長

鈴木 重 幸 殿   H■ D

東京都ライ71射撃協会理事長

岡本 盛 幸 殿   …

的日本ライ刀レ射撃協会理事

伊藤 貞 章 殿  ―

日本大学射撃部大門会会長

安部 飲 昭 殿   ―

銀座銃砲店代表取締役

安斎 直 彦 殿  ―

ライフルシリ九ニス代表取締役

若林  正  殿   …

創 部 七 十 周 年 記 念 式 典

一一”一””””一”一一”一一””一一一一一一””“”””一”一一，””一一”一”一

遠藤 勝 已 殿

北篠 俊 朗 殿

石川 考 夫 殿

船井 俊 宏 殿

青木 伸 悦 殿

粟飯原明生 殿

永越 英 世 殿

太田 寛 道 殿

鈴木 健 壱 殿

田辺 秀 登 殿

宮増 秀 一 殿

峯  徹 夫 殿

横田 雅 夫 殿

花田 圭 司 殿

本問 恒 夫 殿

天野 恒 彦 殿

木本 泰 司 殿

中島  稔  殿

安達 謙 司 殿

音喜多 雄  殿

伊藤  寛  殿

金子 俊 夫 殿

日野  昭  殿

金森  誠  殿

菊地 智 一 殿

久野 孝 子 殿

小林 敬 史 殿

田中 幸 雄 殿

増井 俊 一 殿

下村 雅 行 殿

相原 敬 行 殿

林  正 明 殿

成田 啓 子 殿

上保 高 雄 殿

清水 晴 子 殿

金子 一 星 殿

田川美保子 殿

秋元 政 広 殿

清  英 雄 殿

松永 頼 子 殿

小河 保 夫 殿

律原 達 哉 殿

官埼 純 一 段

山崎由以子 殿

和国 議 博 殿

岩永 和 秀 殿

武藤 充 孝 殿

坂本 晃 子 殿

浅子 匡 載 殿

渡部 正 信 殿

石田  裕  殿

小野寺 栄  殿

高橋 正 都 殿

谷田貝清江 殿

岩崎 明 子 殿

大木 哲 也 殿

斎藤 恵 子 殿

鈴木麻紀子 殿

小川 雅 央 殿

松木 健 治 殿

二宮 正 守 殿

安藤 俊 雄 殿

平山 雅 章 殿

小瀬村一郎 殿

佐藤 周 男 殿

西尾 誠 司 殿

菊地 成 哲 殿

宮本 一 司 殿

帖佐  真  殿

蛭田  歩  殿

喜多 義 則 殿

鈴木 貴 久 殿

内海将太郎 殿

大門 則 亮 殿

◎ 献酒御 芳名

一”””””””””””一一”一一一一”０”０一”一一一一”ｒ”
OB

吉井 宣 明 殿

黒羽 真 信 殿

神津 邦 男 殿

永澤 瑞 硯 殿

平山 八 郎 殿

小山 勝 樹 殿

鈴木 秀 夫 殿

相馬 宏 二 殿

―

―

―

―

…

…

…

…

軟奈下 日け氏英方殿 担 す聯合台殿

全al磨優田殿 弓 道部殿 合 気道部段

少林↓本法部段    唐 合道郎段

キックポクシング郎段 水 泳部段

フェンシング部機バ トミントン部殿

排球部段  ロ ーバースカウト隊殿

◎祝電御芳名
菊地 離 殿 河 野 トミ子段 毛 塚哲大殿

岩林 正 控 山 お 進 吾段 谷 日大観殿
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